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(57)【要約】
【課題】簡易な構成を用いて非画像表示領域に適宜黒表
示ができ、各種のアスペクト比の画像を表示可能な液晶
パネルの駆動装置を提供する。
【解決手段】領域５に対応するフリップフロップと、領
域６に対応するフリップフロップとの間に、ＯＲ回路１
１とＡＮＤ回路１２を配置する。このようにすることに
より、領域６を非表示とする場合には、ＤＸ１をロウに
固定し、ＤＸ２に転送クロックを入力する。一方、領域
６を表示領域とする場合には、ＤＸ１に転送クロックを
入力し、ＤＸ２をロウに固定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】一対の基板と、該基板間に挟持された液晶
と、前記基板に所定の第１方向に配列されており画像信
号が供給される複数の信号線と、前記基板に前記第１方
向に交わる第２方向に配列されており走査信号が順次供
給される複数の走査線と、前記基板の前記液晶に対面す
る側にマトリクス状に設けられており前記複数の信号線
及び前記複数の走査線から夫々供給される前記画橡信号
及び前記走査信号により夫々駆動される複数の画素部と
を備えた液晶パネルを駆動する液晶パネルの駆動装置で
あって、
複数段の第１方向シフトレジスタを有し、該第１方向シ
フトレジスタから順次発せられる転送信号に応じて前記
画像信号を前記複数の信号線に対し前記第１方向の順で
順次供給する画像信号供給装置と複数段の第２方向シフ
トレジスタを有し、該第２方向シフトレジスタから順次
発せられる転送信号に応じて前記走査信号を前記複数の
走査線に対し前記第２方向の順で順次供給する走査信号
供給装置とを備えており、
前記第１及び第２方向シフトレジスタのうち少なくとも
一方には、前記複数段のうち予め定められた少なくとも
２つの転送開始可能段から前記転送信号の発生を選択的
に開始させる転送開始制御装置が設けられていることを
特徴とする液晶パネルの駆動装置。
【請求項２】前記第１及び第２方向シフトレジスタは夫
々、前記転送信号を夫々発生する複数の転送信号発生回
路を備えており、
前記転送開始制御装置は、転送開始信号が供給される転
送開始信号線に接続されており該転送開始信号を前記転
送開始可能段に対応する前記転送信号発生回路に供給す
ることにより前記転送信号の発生を開始させる第１論理
回路を備えたことを特徴とする請求項１に記載の液晶パ
ネルの駆動装置。
【請求項３】前記第１及び第２方向シフトレジスタのう
ち少なくとも一方には、前記複数段のうち予め定められ
た少なくとも２つの転送停止可能段で前記転送信号の転
送を選択的に停止させる転送停止制御装置が設けられて
いることを特徴とする請求項１に記載の液晶パネルの駆
動装置。
【請求項４】前記第１及び第２方向シフトレジスタは夫
々、前記転送信号を夫々発生する複数の転送信号発生回
路を備えており、
前記転送停止制御装置は、転送停止信号が供給される転
送停止信号線に接続されており該転送停止信号に基づい
て前記転送停止可能段に対応する前記転送信号発生回路
からの前記転送信号を停止することにより前記転送信号
の転送を停止させる第２論理回路を備えたことを特徴と
する請求項３に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項５】前記第１及び第２方向シフトレジスタのう
ち少なくとも一方には、前記転送信号による走査の終了*
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*時を所定段において検出する検出装置が設けられてお
り、
該検出された走査の終了時に同期して前記画像信号によ
り規定される画像表示領域の外側に位置する非画像表示
領域に対応する前記画素部に対しては、一括して所定電
圧を印加する電旺印加装置を更に備えたことを特徴とす
る請求項１に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項６】前記電圧印加装置は、前記画像信号に基づ
き前記画素部の液晶に印加される前記所定電圧の極性を
所定期間毎に反転させることを特徴とする請求項５に記
載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項７】前記画像信号供給装置は、前記第１方向シ
フトレジスタから発生される前記転送信号に応じて導通
状態とされることにより、外部から入力される前記画像
信号を前記複数の信号線に順次供給するスイッチング素
子を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶パ
ネルの駆動装置。
【請求項８】前記第１及び第２方向シフトレジスタのう
ち少なくとも一方には、前記転送開始可能段のうちの一
つを、前記画像信号により示される表示画像のサイズに
対応して選択する選択装置が更に設けられたことを特徴
とする請求項１に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項９】前記第１及び第２方向シフトレジスタのう
ち少なくとも一方には、前記転送停止可能段のうちの一
つを、前記画像信号により示される表示画像のサイズに
対応して選択する選択装置が更に設けられたことを特徴
とする請求項３に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項１０】前記画像信号供給装置及び前記走査信号
供給装置は夫々、前記複数の画素部により規定される画
像表示領域の周辺において前記第１基板上に配置された
集積回路からなることを特徴とする請求項１に記載の液
晶パネルの駆動装置。
【請求項１１】請求項１に記載の液晶パネルの駆動装置
及び前記液晶パネルを備えたことを特徴とする液晶装
置。
【請求項１２】請求項１１に記載の液晶装置を備えたこ
とを特徴とする電子機器
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、トランジスタ駆
動、ＭＩＭ（Ｍｅｔａｌ  Ｉｎｓｕｌａｔｏｒ  Ｍｅｔ
ａｌ）駆動等によるマトリクス駆動方式の液晶パネルの
駆動装置、並びにこれを用いた液晶装置及び電子機器の
技術分野に関し、特に、画像信号の種類に応じて相異な
るアスペクト比（横対縦の比）の画漁を表示可能とする
ように液晶パネルを駆動する駆動装置、並びにこれを用
いた液晶装置及び電子機器の技術分野に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年のテレビ放送のワイド画面化やコン
ピューター等の表示仕様との共用等の市場の要求によ
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り、液晶装置も異なる複数の表示仕様に対応していかな
ければならない。しかしながら、従来のドットマトリク
ス型液晶装置では、アスペクト比の異なる複数の表示仕
様に対応する際に発生する映像が表示されない非画像表
示領域の処理が課題であった。例えば、近年のハイビジ
ョン規格、ＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ  Ｔｅｌｅｖｉ
ｓｉｏｎ  Ｓｙｓｔｅｍ  Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）ワイド
画面規格等に基づくアスペクト比１６：９の画面を持つ
ドットマトリクス型液晶装置において内包する形で従来
のＮＴＳＣ規格、ＰＡＬ（Ｐｈａｓｅ  Ａｌｔｅｒｎａ
ｔｉｏｎ  Ｌｉｎｅ）規格等に基づくアスペクト比４：
３の表示を行おうとした場合、画像表示領域の左右には
非画像表示領域が発生する。この非画像表示領域には通
常黒表示がなされるが、通常のシフトレジスタの駆動で
黒表示を行っていては各水平帰線区間の時間内で当該非
画像表示領域における画素電極全ての水平走査を行い表
示することはできない。従って、ラインメモリ等の外部
記憶装置により水平走査周波数の調整をするか、非画像
表示領域のみシフトレジスタを画像表示領域よりも１．
５から２倍と高い周波数で駆動するといった手法が用い
られていた。
【０００３】逆に、例えば従来のＮＴＳＣ規格等に基づ
くアスペクト比４：３の画面を持つドットマトリクス型
液晶装置において内包する形で、ハイビジョン規格等に
基づくアスペクト比１６：９の表示を行おうとした場
合、画像表示領域の上下には非画像表示領域が発生す
る。この非画像表示領域には、やはり通常黒表示がなさ
れるが、この場合にも、外部記憶装置により垂直走査周
波数の調整をするか、非画像表示領域のみシフトレジス
タを画像表示領域よりも高い周波数で駆動するといった
手法が用いられていた。
【０００４】また、特開平９－１５４０８６号公報に
は、左右の非画像表示領域に副映像信号処理部からの信
号が同時に表示されるように水平走査を制御する装置を
備えた表示装置が開示されている。この技術によれば、
左右の非画像表示領域において同時に走査を行うことに
より、この領域を走査するための時間が半分で済むとさ
れている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前述し
たようにシフトレジスタを画像表示領域よりも高い周波
数で駆動する方式を用いて非画像表示領域の黒表示を行
った場合、シフトレジスタに高い特性が必要となり、ま
た、当該非画像表示領域において画素の選択時間が短く
なるために十分なコントラスト比が得られない等の問題
点がある。更に、駆動周波数が高くなることで、消費電
力が増加するという問題もある。他方、前述したライン
メモリ等の外部記憶装置による方式では、コストの増加
を招くばかりでなく、周辺回路の設計や動作制御がより
複雑なものになるという問題がある。
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【０００６】更に前述した特開平９－１５４０８６号公
報に開示された技術によれば、左右の非画像表示領域に
おいて同時に走査を行うために、副映像信号処理部、映
像信号切換装置等の複雑な回路をドライバ回路に組み込
まねばならず装置構成及び制御の複雑化を招いてしま
う。更に、左右の非画像表示領域に黒表示するために
は、左右を別々に走査する場合と比較して尚、約二分の
一の走査時間が必要とされてしまう。
【０００７】そこで本発明は、比較的簡易な構成を用い
て非画像表示領域に適宜黒表示でき、各種のアスペクト
比の画像を表示可能な液晶パネルの駆動装置、並びに該
駆動装置を備えた液晶装置及び電子機器を提供すること
を技術的課題とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶パネルの駆
動装置は上述の技術的課題を解決するために、一対の基
板と、該基板間に挟持された液晶と、前記基板に所定の
第１方向に配列されており画像信号が供給される複数の
信号線と、前記基板に前記第１方向に交わる第２方向に
配列されており走査信号が順次供給される複数の走査線
と、前記基板の前記液晶に対面する側にマトリクス状に
設けられており前記複数の信号線及び前記複数の走査線
から夫々供給される前記画像信号及び前記走査信号によ
り夫々駆動される複数の画素部とを備えた液晶パネルを
駆動する液晶パネルの駆動装置であって、複数段の第１
方向シフトレジスタを有し、該第１方向シフトレジスタ
から順次発せられる転送信号に応じて前記画像信号を前
記複数の信号線に対し前記第１方向の順で順次供給する
画像信号供給装置と、複数段の第２方向シフトレジスタ
を有し、該第２方向シフトレジスタから順次発せられる
転送信号に応じて前記走査信号を前記複数の走査線に対
し前記第２方向の順で順次供給する走査信号供給装置と
を備える。そして、前記第１及び第２方向シフトレジス
タのうち少なくとも一方には、前記複数段のうち予め定
められた少なくとも２つの転送開始可能段から前記転送
信号の発生を選択的に開始させる転送開始制御装置が設
けられていることを特徴とする。
【０００９】本発明の液晶パネルの駆動装置によれば、
一方で、画像信号供給装置により、第１方向シフトレジ
スタから順次発せられる転送信号に応じて、画像信号が
第１方向の順で複数の信号線に順次供給される。他方
で、走査信号供給装置により、第２方向シフトレジスタ
から順次発せられる転送信号に応じて、走査信号が第２
方向の順で複数の走査線に順次供給される。この結果、
例えば、第１方向シフトレジスタからの転送信号に応じ
て水平走査が行われ、第２方向シフトレジスタからの転
送信号に応じて垂直走査が行われる。ここで、第１及び
第２方向シフトレジスタのうち少なくとも一方に設けら
れた転送開始制御装置により、少なくとも２つの転送開
始可能段から転送信号の発生を選択的に開始させれば、
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これに対応する第１及び第２方向のうち少なくとも一方
については、例えば水平走査又は垂直走査を、当該転送
開始可能段に対応する途中の位置から開始できる。従っ
て、第１及び第２シフトレジスタの複数段のうち転送開
始可能段よりも前の段（例えば、左端領域や上端領域に
対応する段）、即ち画像表示に寄与しない領域に対応す
る段を駆動しないで、画像表示に寄与する領域における
画像表示を行うことが出来る。このため、一定のアスペ
クト比を持つ当該液晶パネルの画面に対して、表示すべ
き画像のアスペクト比が合わずに、上下や左右に有効な
画像が表示されない領域が生じる場合にも、画像表示に
寄与しない領域（非画像表示領域）における不要な走査
時間を無くすことができ、第１及び第２シフトレジスタ
を画像表示領域における駆動周波数以上の駆動周波数で
駆動する必要は無くなる。この結果、全体として回路構
成が簡易化されると共に制御が容易となり、更に、シフ
トレジスタを構成する素子などの特性や消費電力等につ
いても大きな余裕を確保することが可能となる。
【００１０】上述した本発明の液晶パネルの駆動装置の
一つの態様では、前記第１及び第２方向シフトレジスタ
は夫々、前記転送信号を夫々発生する複数の転送信号発
生回路を備えており、前記転送開始制御装置は、転送開
始信号が供給される転送開始信号線に接続されており該
転送開始信号を前記転送開始可能段に対応する前記転送
信号発生回路に供給することにより前記転送信号の発生
を開始させる第１論理回路を備える。
【００１１】この態様によれば、第１及び第２方向シフ
トレジスタは夫々、転送信号を夫々発生する、例えばフ
リップフロップなどの転送信号発生回路を備える。ここ
で、転送開始制御装置に備えられた、例えば論理和回路
などの第１論理回路により、転送開始信号が、転送開始
可能段に対応する転送信号発生回路に供給されると、こ
の転送信号発生回路から転送信号の発生が開始される。
従って、この転送開始可能段に対応する転送信号発生回
路よりも前の転送信号発生回路を駆動しないで、画像表
示に寄与する領域における画像表示を行うことが出来
る。
【００１２】上述した本発明の液晶パネルの駆動装置の
他の態様では、前記第１及び第２方向シフトレジスタの
うち少なくとも一方には、前記複数段のうち予め定めら
れた少なくとも２つの転送停止可能段で前記転送信号の
転送を選択的に停止させる転送停止制御装置が設けられ
ている。
【００１３】この態様によれば、転送停止制御装置によ
り、少なくとも２つの転送停止可能段で転送信号の転送
を選択的に停止させれば、これに対応する第１及び第２
方向のうち少なくとも一方については、例えば水平走査
又は垂直走査を、転送停止可能段に対応する途中の位置
で停止できる。従って、第１及び第２シフトレジスタの
複数段のうち転送停止可能段よりも後の段（例えば、右
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端領域や下端領域に対応する段）、即ち画像表示に寄与
しない領域に対応する段を駆動しないで、画像表示に寄
与する領域における画像表示を行うことが出来る。
【００１４】この態様では、前記第１及び第２方向シフ
トレジスタは夫々、前記転送信号を夫々発生する複数の
転送信号発生回路を備えており、前記転送停止制御装置
は、転送停止信号が供給される転送停止信号線に接続さ
れており該転送停止信号に基づいて前記転送停止可能段
に対応する前記転送信号発生回路からの前記転送信号を
停止することにより前記転送信号の転送を停止させる第
２論理回路を備えてもよい。
【００１５】このように構成すれば、転送停止制御装置
に備えられた、例えば論理積回路などの第２論理回路に
より、転送停止可能段に対応する、例えばフリップフロ
ップなどの転送信号発生回路からの転送信号が停止され
る。従って、この転送停止可能段に対応する転送信号発
生回路よりも後の転送信号発生回路を駆動しないで、画
像表示に寄与する領域における画像表示を行うことが出
来る。
【００１６】上述した本発明の液晶パネルの駆動装置の
他の態様では、前記第１及び第２方向シフトレジスタの
うち少なくとも一方には、前記転送信号による走査の終
了時を所定段において検出する検出装置が設けられてお
り、該検出された走査の終了時に同期して前記画像信号
により規定される画像表示領域の外側に位置する非画像
表示領域に対応する前記画素部に対しては、一括して所
定電圧を印加する電圧印加装置を更に備える。
【００１７】この態様によれば、検出装置により、転送
信号による走査の終了時が所定段において検出される
と、電圧印加装置により、該検出された走査の終了時に
同期して非画像表示領域に対応する画素部に対して、一
括して所定電圧が印加される。従って、非画像領域につ
いては走査することなく一括して例えば黒表示とするこ
とが可能となる。
【００１８】この態様では、前記電圧印加装置は、前記
画像信号に基づき前記画素部の液晶に印加される前記所
定電圧の極性を所定期間毎に反転させてもよい。
【００１９】この場合、非画像領域における液晶を、例
えばフィールド又はフレーム単位などの垂直走査期間単
位毎に或いは走査線毎（行毎）に印加電圧極性を反転さ
せながら駆動できる。従って、非画像領域における液晶
を直流電圧の印加により劣化させる事態を未然に防止で
き、特に走査線毎に反転させることによりフリッカを防
止することもできる。
【００２０】上述した本発明の液晶パネルの駆動装置の
他の態様では、前記画像信号供給装置は、前記第１方向
シフトレジスタから発生される前記転送信号に応じて導
通状態とされることにより、外部から入力される前記画
像信号を前記複数の信号線に順次供給するスイッチング
素子を更に含む。
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7
【００２１】この態様によれば、第１方向シフトレジス
タからの転送信号に応じて導通状態とされる、例えば、
ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）などのスイッチング素子に
より、外部から入力される画像信号が、複数の信号線に
順次供給される。従って、外部から入力される画像信号
をスイッチング素子によりサンプリングし、第１方向シ
フトレジスタからの転送信号をサンプリング回路の駆動
信号として用いることにより、第１方向に対する走査を
行うことが出来る。
【００２２】上述した本発明の液晶パネルの駆動装置の
他の態様では、前記第１及び第２方向シフトレジスタの
うち少なくとも一方には、前記転送開始可能段のうちの
一つを、前記画像信号により示される表示画像のサイズ
に対応して選択する選択装置が更に設けられる。
【００２３】この態様によれば、選択装置により、例え
ばＮＴＳＣ表示用、ＮＴＳＣワイド表示用、ＰＡＬ表示
用などの画像信号により示される表示画像のサイズに対
応して、転送開始可能段のうちの一つが選択される。従
って、外部から入力される画像信号の種類に適した位置
から開始される走査を自動的に行うことができる。
【００２４】或いは、前述した転送停止制御装置を備え
た態様の場合には、前記第１及び第２方向シフトレジス
タのうち少なくとも一方には、前記転送停止可能段のう
ちの一つを、前記画像信号により示される表示画像のサ
イズに対応して選択する選択装置が更に設けられてもよ
い。
【００２５】この態様によれば、選択装置により、例え
ばＮＴＳＣ表示用、ＮＴＳＣワイド表示用、ＰＡＬ表示
用などの画像信号により示される表示画像のサイズに対
応して、転送停止可能段のうちの一つが選択される。従
って、外部から入力される画像信号の種類に適した位置
で停止される走査を自動的に行うことができる。尚、転
送開始可能段のうちの一つを選択する選択装置及び転送
停止可能段のうちの一つを選択する選択装置の両方を設
ければ、外部から入力される画像信号の種類に適した走
査を自動的に行うことができることは言うまでもない。
【００２６】上述した本発明の液晶パネルの駆動装置の
他の態様では、前記画像信号供給装置及び前記走査信号
供給装置は夫々、前記複数の画素部により規定される画
像表示領域の周辺において前記第１基板上に配置された
集積回路からなる。
【００２７】この態様によれば、画像表示領域の周辺に
おいて第１基板上に配置された集積回路からなる画像信
号供給装置及び走査信号供給装置により、画像表示領域
における２次元的な走査が好適に行われる。
【００２８】本発明の液晶装置は上述の技術的課題を解
決するために、以上説明した本発明の液晶パネルの駆動
装置及び前記液晶パネルを備えたことを特徴とする。
【００２９】本発明の液晶装置によれば、以上説明した
本発明の液晶パネルの駆動装置及び液晶パネルを備えて
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いるので、比較的簡易な構成を用いて非画像表示領域に
適宜黒表示しながら、各種のアスペクト比の画像を表示
できる。
【００３０】更に、本発明の電子機器は上述の技術的課
題を解決するために、以上説明した本発明の液晶装置を
備えたことを特徴とする。
【００３１】本発明の電子機器によれば、本発明の液晶
装置を備えているので、比較的簡易な構成を用いて画面
上に各種のアスペクト比の画像を表示可能な、液晶プロ
ジェクタ、パーソナルコンピュータ、ペ一ジャ等の様々
な電子機器を実現可能となる。
【００３２】
【発明の実施の形態】以下、本発明を実施するための最
良の形態について実施例毎に順に図面に基づいて説明す
る。
【００３３】（第１実施例）先ず第１実施例について図
１及び図２を参照して説明する。図１は、第１実施例に
かかる液晶装置の回路ブロック図であり、図２は、図１
のＡ部分の拡大図である。
【００３４】図１において、液晶装置は、Ｘシフトレジ
スタ（Ｘドライバ回路）１ａと、Yシフトレジスタ（Yド
ライバ回路）２と、画素マトリクス３とを備えて構成さ
れている。更に、液晶装置は、サンプリング回路１４を
備えており、Ｘシフトレジスタ１ａ、サンプリング回路
１４及び後述の各種配線（９、１６、１７、２２等）か
ら画像信号供給装置１０１が構成されている。
【００３５】Ｘシフトレジスタ１ａは、図２に示すよう
に、水平走査を行うために、一連のフリップフロップ１
０がＸ方向に直列に配列されて構成されている。より具
体的には、Ｘシフトレジスタ１ａは、水平走査スタート
信号ＤＸ１が配線１６を介して供給されると、図で左端
のフリップフロップ１０が、Ｘ側の基準クロック信号で
あるクロック信号ＣＬＸ（及び、その反転クロック信号
ＣＬＸ’）に基づく転送信号の生成を開始し、この初段
から転送信号が出力されると共に、次段のフリップフロ
ツプ１０に転送信号が転送きれることにより次段のフリ
ップフロップ１０がクロック信号ＣＬＸに基づいて転送
信号を生成する。そして、このような動作が繰り返され
ることにより、転送信号がＸシフトレジスタ１ａの各段
から順次出力されると共に次段へ転送されるように構成
されている。
【００３６】図１において、Yシフトレジスタ２は、垂
直走査を行うために、一連のフリップフロップがY方向
に直列に配列されて構成されている。より具体的には、
Yシフトレジスタ２は、垂直走査スタート信号ＤＹが供
給されると、上端のフリップフロップが、Y例の基準ク
ロック信号であるクロック信号ＣＬＹ（及び、その反転
クロック信号ＣＬＹ’）に基づく転送信号の生成を開始
し、この初段から転送信号が対応する走査線３２に出力
されると共に、次段のフリップフロップに転送信号が転
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9
送されることにより次段のフリップフロップがクロック
信号ＣＬＹに基づいて転送信号を生成する。そして、こ
のような動作が繰り返されることにより、転送信号がY
シフトレジスタ２の各段から走査信号として走査線３２
に順次出力されると共に次段へ転送されるように構成さ
れている。
【００３７】サンプリング回路１４は、ＴＦＴ１４ａを
各信号線３１毎に備える。入力画像信号線９は、各ＴＦ
Ｔ１４ａのソース電極に接続されている。Ｘシフトレジ
スタ１ａの各段から順次出力される転送信号がサンプリ
ング回路駆動信号として供給されるサンプリング回路駆
動信号線２２は、各ＴＦＴ１４ａのゲート電極に接続さ
れている。そして、サンプリング回路１４は、入力画像
信号線９を介して画像信号が入力されると、これをサン
プリングし、Ｘシフトレジスタ１ａからサンプリング回
路駆動信号線２２を介してサンプリング回路駆動信号が
入力されると、サンプリングされた画像信号を、信号線
３１毎に順次印加する。
【００３８】以上の説明では、説明を分かり易くするた
めに、Ｘシフトレジスタ１ａとサンプリング回路１４と
は、線順次で（即ち、信号線３１一本ずつ）画像信号を
供給する場合について説明したが、例えば、複数の入力
画像信号線９を介して、多相展開された画像信号を信号
線３１に供給するように構成してもよい。即ち、隣接す
る複数の信号線３１に接続される複数のＴＦＴ１４ａを
同時に選択し、複数の信号線３１からなるグループ毎に
順次転送していく方式を採用してもよい。この同時選択
する信号線３１の数（即ち、相展開数）としては、例え
ば、３、６、９、１２、…本などの３の倍数であれば、
カラー画像表示の際の３色毎の走査には比較的相性がよ
いが、それ以外の本数でもよい。一般には、サンプリン
グ回路１４を構成するＴＦＴ１４ａの書き込み特性が良
ければ、比較的小さい相展開数（例えば、５相以下）と
され、画像信号の周波数が高ければ、比較的大きな相展
開数（例えば、７相以上）とされる。この際、少なくと
も画像信号の相展開数だけ、入力画像信号線９が必要な
ことは言うまでもない。
【００３９】また、画像信号を多相展開して、複数の入
力画像信号線９を設ける構成とした場合、Ｘシフトレジ
スタ１ａの各段から出力される転送信号をサンプリング
に用いずに、複数段おきの転送信号をサンプリングに用
いることが出来る（後述の図１９参照）。この場合、サ
ンプリング回路１４のＴＦＴ１４ａは複数個が同時に導
通状態とされる。
【００４０】図において、画素マトリクス３は、アスペ
クト比１６：９を有し（即ち、ＮＴＳＣワイド規格に基
づいており）、画素マトリクス３を構成する各画素には
薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）、二端子型非線形素子（例
えば、ＭＩＭ素子等）などのスイッチング素子と、これ
に接続された画素電極と、画素電極に印加された電荷を
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保持する保持容量とが配置される。そして、一方で、入
力画険信号線９を介して供給される画像信号が、Ｘシフ
トレジスタ１ａにより駆動されるサンプリング回路１４
を介して、各信号線３１から各画素に供給される。他方
で、Yシフトレジスタ２から発せられた走査信号が、各
走査線３２から各画素に供給される。本実施例では、各
画素のスイッチング素子がＴＦＴから構成されているも
のとして以下説明を続ける。この場合、一方で、Ｘシフ
トレジスタ１ａにより信号線３１に順次画像信号が供給
され、他方で、Yシフトレジスタ２により走査線３２に
順次走査信号が供給され、走査信号がゲートに供給され
たＴＦＴが導通状態とされて、信号線３１に供給されて
いる画像信号を画素電極及び保持容量に印加する。但
し、各画素のスイッチング素子を、例えばＭＩＭ素子か
ら構成する場合には、対向基板側に配線されて対向電極
として機能する信号線３１及び走査線３２の一方と、Ｍ
ＩＭアレイ基板側に配線された信号線３１及び走査線３
２の他方にＭＩＭ素子を介して接続された画素電極とに
より、画像信号と走査信号との電位差に基づく電圧が液
晶に印加される。
【００４１】ここで通常、１６：９のアスペクト比の画
像表示を行う際には、Ｘシフトレジスタ１ａを左端から
右端へ順次に走査することによりサンプリング回路１４
の各ＴＦＴ１４ａを順次開閉し、導通したＴＦＴ１４ａ
を介して画像信号が画像入力信号線９から各信号線３１
に供給され、各信号線３１に接続されるスイッチング素
子（ＴＦＴ）を介して対応する画素電極に画像信号を書
込む。Ｘシフトレジスタ１ａでのシフト走査（水平走
査）が右端へ達したところで１行の表示が終了し、水平
帰線区間内でＸシフトレジスタ１ａはリセットされ、シ
フトレジスタ２でのシフト走査（垂直走査）が次段に送
られ、Ｘシフトレジスタ１ａにより再び左端より水平走
査を開始する。これを表示行数分すなわち、垂直走査回
路であるYシフトレジスタ２の段数分繰り返すことによ
りアスペクト比１６：９の画像表示領域４に１フレーム
の表示が行われる。
【００４２】ところが、アスペクト比４：３の表示を従
来の手法で行おうとすればＮＴＳＣにおいてはXシフト
レジスタ１ａの約８分の６（＝（４／３）／（１６／
９））にあたる画像表示領域５を５３μｓｅｃで走査す
るのに対し、Ｘシフトレジスタ１ａの約８分の２にあた
る非画像表示領域６を約１０分の２の時間である水平帰
線区間の１１μｓｅｃ内に走査しきらなければならない
（図１参照）。したがって、非画像表示領域６の走査周
波数は画像表示領域５よりも高い周波数とならざるをえ
ない。
【００４３】この問題を解決すべく本実施例では特に、
Ｘシフトレジスタ１ａ内のフリップフロップ１０間に、
図２に示すように、論理和回路１１を挿入することによ
り、シフトレジスタ１ａの末端（左端のフリップフロッ
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プ１０）以外の部分より走査を開始できるように構成さ
れている。より具体的には、一方で、配線１６を介して
水平走査スタート信号ＤＸ１がＸシフトレジスタ１ａに
入力された場合には、左端のフリップフロップ１０によ
る転送信号の生成が開始され、論理和回路１１は、その
左側にあるフリップフロップ１０から転送される転送信
号をその右側にあるフリップフロップ１０にそのまま転
送する。従って、転送動作が論理和回路１１により妨げ
られることはない。他方で、配線１７を介して水平走査
スタート信号ＤＸ２がＸシフトレジスタ１ａに入力され
た場合には、論理和回路１１を介して水平走査スタート
信号ＤＸ２を受ける論理回路１１の右側にあるフリップ
フロップ１０から転送信号の生成が開始される。この場
合には、論理和回路１１の左側にあるフリップフロップ
１０には、転送信号や水平走査スタート信号ＤＸ１が入
力されないために、転送動作が行われることはない。
【００４４】このように、本実施例の液晶装置において
は、アスペクト比４：３の表示を行うためには、Ｘシフ
トレジスタ１ａのうちサンプリングのための転送信号を
出力する総有効段数のおよそ８分の１段目に相当するフ
リップフロップ１０の入力側に挿入された論理和回路１
１にアスヘクト比４：３表示時の水平走査スタート信号
ＤＸ２を配線１７を介して印加し、この論理和回路１１
の出力を受けた次段より走査を開始するように構成され
ている。これにより、Xシフトレジスタ１ａの走査開始
側の８分の１は走査されないので、水平帰線区間の１１
μｓｅｃ内に走査しなければならない非画像表示領域６
に対応するXシフトレジスタ１ａの段数は半分となり、
２倍の走査時間が確保される。従って、非画像表示領域
６の走査を画像表示領域５と同一の走査周波数で駆動す
ることが可能となる。
【００４５】以上の様に第１実施例によれば、ＮＴＳＣ
ワイド規格に基づくアスペクト比１６：９の画面を持つ
液晶装置において、比較的簡単な構成を用いてワイド画
面表示も通常画面表示も選択的に行うことが可能とな
り、従来必要であったラインメモリ倍速動作等による外
部回路への負担と消費電力を軽減するとともに、液晶装
置の素子特性に要求される能力も従来と同様の水準でよ
いため、安価に高機能な表示装置が実現される。更に、
第１実施例においてＸシフトレジスタ１ａを双方向走査
可能なシフトレジスタとして構成することにより、合計
４個所の走査開始位置を指定可能とすることもでき、左
右反転時等におけるアスペクト比の変更も容易である。
【００４６】また、Ｘシフトレジスタ１ａは、一系列の
シフトレジスタとして説明されてきたが、複数系列のシ
フトレジスタとして構成し（後述の図１８参照）、複数
系列のシフトレジスタからサンプリング回路１４の駆動
信号を順番に出力させてもよいことは言うまでもない。
【００４７】（第２実施例）次に第２実施例について図
３及び図４を参照して説明する。図３は、第２実施例に
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かかる液晶装置の回路ブロック図であり、図４は、図３
のＢ部分の拡大図である。尚、図３及び図４において図
１及び図２に示した第１実施例の場合と同じ構成要素に
は同一の参照符号を付し、その説明は省略する。
【００４８】図３及び図４で示される液晶装置は、第１
実施例の液晶装置に、水平走査スタート信号を挿入する
論理和回路をさらに１つ追加した構成となっている。
【００４９】より具体的には、図３に示すように、第２
実施例における液晶装置は、Ｘシフトレジスタ１ｂ、サ
ンプリング回路１４及び各種配線（９、１６、１７、１
８等）から構成された画像信号供給装置１０２を備えて
いる。そして、図４に示すように、Ｘシフトレジスタ１
ｂは、配線１７から水平走査スタートパルスＤＸ２が供
給される論理和回路１１に加えて、配線１８から水平走
査スタートパルスＤＸ３が供給される論理和回路１１’
を備えて構成されている。従って、Ｘシフトレジスタ１
ｂは、合計三個所（左端のフリップフロップ１０、論理
和回路１１’の右側のフリップフロップ１０及び論理和
回路１１の右側のフリップフロップ１０）から転送信号
の発生を開始できる。
【００５０】従って、図３に示す液晶装置は、これら３
個所から水平走査を開始できる。ここで、第２実施例の
液晶装置ほ水平方向に４２７列、垂直方向に２６０行の
正方形の画素マトリクス３を有し、アスペクト比１６：
９の表示を行う際には、Ｘシフトレジスタ１ｂを末端
（左端）から水平走査し、画像表示領域の上下２０行ず
つ計４０行の表示を黒表示とすることで、４２７：２４
０＝１６：９のアスペクト比を有する画像表示領域４に
表示を行う。また、アスペクト比４：３の画像表示領域
５に表示を行うときには、Ｘシフトレジスタ１ｂを非画
像表示領域６以後の５３列目から３２０列分だけ水平走
査して有効な画像表示を行うようにし、垂直方向につい
ては、画像表示項域の上下２０行ずつ計４０行の表示を
黒表示とすることで、３２０：２４０＝４：３のＮＴＳ
Ｃ表示を行うことが可能である。さらに、垂直方向を２
３０行すべて使い、Ｘシフトレジスタ１ｂを新たに追加
された第三の走査開始位置（論理和回路１１’に対応す
る位置）である４０列目より３４７列分だけ水平走査し
て有効な画像表示を行うようにして、ＰＡＬ非画像表示
領域８部分の水平走査をスキップし、２４７：２６０＝
４：３のＰＡＬ画像表示領域７を構成することにより、
ＰＡＬ表示を行うことが可能である。
【００５１】このように第２実施例によれば、走査開始
位置を三個所以上設けることにより、ワイド表示とＮＴ
ＳＣ、ＰＡＬのような異なる表示モードヘも容易に対応
することが可能となる。更に、第２実施例においてＸシ
フトレジスタ１ｂを双方向走査可能なシフトレジスタと
して構成することにより、合計６個所の走査開始位置を
指定可能とすることで、左右反転時等においてもアスペ
クト比の変更も容易である。
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【００５２】また、Ｘシフトレジスタ１ｂは、一系列の
シフトレジスタとして説明されてきたが、複数系列のシ
フトレジスタとして構成し（後述の図１８参照）、複数
系列のシフトレジスタからサンプリング回路１４の駆動
信号を順番に出力させてもよいことは言うまでもない。
【００５３】（第３実施例）次に第３実施例について図
５及び図６を参照して説明する。図５は、第３実施例に
かかる液晶装置の回路ブロック図であり、図６は、図５
のＣ部分の拡大図である。尚、図５及び図６において図
１及び図２に示した第１実施例の場合と同じ構成要素に
は同一の参照符号を付し、その説明は省略する。
【００５４】図５及び図６で示される液晶装置は、第１
実施例の液晶装置に、水平走査を所定位置で停止するた
めの論理積回路を追加した構成となっている。
【００５５】より具体的には、図５に示すように、第３
実施例における液晶装置は、Xシフトレジスタ１ｃ、サ
ンプリング回路１４及び各種配線（９、１６、１７、１
９等）から構成された画像信号供給装置１０３を備えて
いる。そして、図６に示すように、Ｘシフトレジスタ１
ｃは、配線１９からＮＴＳＣ信号が供給される論理積回
路１２を備えて構成されている。従って、Xシフトレジ
スタ１ｃは、例えば論理積回路１２の前段（左側）にあ
るフリップフロップ１０が転送信号を出力するタイミン
グに合わせてローレベルに変化するＮＴＳＣ信号を供給
することにより、この転送信号を次段（右側）のフリッ
プフロップ１０に転送されないようにできる。或いは、
このようなＮＴＳＣ信号を供給しないことにより又は前
段にあるフリップフロップ１０が転送信号を出力するタ
イミングに合わせてハイレベルに変化するＮＴＳＣ信号
を供給することにより、この論理積回路１２を介して転
送信号を次段のフリップフロップ１０に転送できる。従
って、ＮＴＳＣ信号のレベルを制御することにより、論
理積回路１２を挿入した位置を水平走査の停止位置とし
たり、或いは、論理積回路１２を挿入した位置を超えて
最後（右端）まで水平走査することが可能となる。
【００５６】従って、図５に示す液晶装置は、２個所か
ら水平走査を開始できると共に２個所で水平走査を序止
できる。ここで、第３実施例の液晶装置はアスペクト比
１６：９の画像表示領域４を有し、アスペクト比４：３
の画像表示領域５の走査終了位置にあたる所定の段、す
なわち、Ｘシフトレジスタ１ｃのうちサンプリングのた
めの転送信号を出力する総有効段数のおよそ８分の７
（∵｛１＋（４／３）／（１６／９）｝／２段目に論理
積回路１２を挿入した回路構成となっている。従って、
アスペクト比１６：９の画像表示領域４において、アス
ペクト比４：３の表示を行うときには、４：３画像表示
領域５の終了位置にあたるフリップフロップ１０の出力
（右側）に挿入された論理積回路１２を用いて水平走査
を停止させ、無駄なＸシフトレジスタ１ｃの走査動作を
省略することが可能である。
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【００５７】このように第３実施例によれば、非画顔表
示領域６に対応するＸシフトレジスタ１ｃの８分の２を
走査しなくてよいので、この部分に要する無駄な走査時
間が節約され、外部回路への負担を大幅に軽減するとと
もに、消費電力の低減を実現できる。
【００５８】（第４実施例）次に第４実施例について図
７から図１０を参照して説明する。図７は、第４実施例
にかかる液晶装置の回路ブロック図であり、図８は、図
７のＣ部分の拡大図である。また、図９及び図１０は第
４実施例における各種信号のタイミングチャートであ
る。尚、図７及び図８において図５及び図６に示した第
３実施例の場合と同じ構成要素には同一の参照符号を付
し、その説明は省略する。
【００５９】図７及び図８で示される液晶装置は、第３
実施例の液晶装置に対し、非画像表示領域６に黒表示を
行う回路（以下ＳＢ（サイドブラック）回路と呼ぶ）を
付加した構造となっている。
【００６０】より具体的には、図７に示すように、第４
実施例における液晶装置は、Ｘシフトレジスタ１ｄ、サ
ンプリング回路１４及び各種配線（９、１６、１７、１
９等）並びにＳＢ回路１３から構成された画像信号供給
装置１０４を備えている。そして、図８に示すように、
ＳＢ回路１３は、Ｘシフトレジスタ１ｄにおける水平走
査開始用の論理和回路１１の左側にあるフリップフロッ
プ１０の出力信号線及び論理積回路１２（水平走査停止
用）の右側にあるフリップフロップ１０の出力信号線に
夫々接続された複数の論理和回路１５と、水平走査停止
用の論理積回路１２2の前段（左側）にあるフリップフ
ロップ１０からの転送信号をクロック入力とする一対の
フリップフロップ１３ａ及び１３ｂと、これらのフリッ
プフロップ１３ａ及び１３ｂの出力並びに配線１９を介
して供給されるＮＴＳＣ信号により複数の論理積回路１
５を介して同時にサンプリング回路駆動信号をサンプリ
ング回路１４に供給する論理回路部１３ｃとを備えて構
成されている。
【００６１】前述の第３実施例の液晶装置は、非画像表
示領域６の画素電極は電圧が印加されない状態であるの
で、ノーマリーホワイトモード等の液晶モードを使用す
る場合、この部分が明るく表示されるため、画像部分の
表示品位が損なわれ、これらの液晶モードには不向きで
あるという問題がある。
【００６２】しかし、第４実施例では、上述のようにＸ
シフトレジスタ１ｄに同期されたＳＢ回路１３を付加す
ることによりこの問題は解決される。即ち、第４実施例
によれば、アスペクト比４：３の画像表示時には、Ｘシ
フトレジスタ１ｄの画像表示領域５の最終段に当たるフ
リップフロップ１０の出力をトリガーとして、ＳＢ回路
１３が作動することで非画像表示領域６に対応するサン
プリング回路１４のＴＦＴ１４ａを、論理和回路１５に
より一斉に導通状態とし、配線９から供給される黒表示
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信号を一斉に書き込むことが可能となるのである。
【００６３】Ｘシフトレジスタを複数系列設け、順番に
サンプリング回路１４の駆動信号を出力させる場合には
（後述の図１８参照）、複数系列シフトレジスタの最終
駆動信号を出力するフリップフロップ１０を最終段とし
て、ＳＢ回路１３をトリガーすればよい。
【００６４】次に、以上の如く構成された第４実施例の
動作について図９及び図１０のタイミングチャートを参
照して、説明する。尚、水平走査の開始にかかるタイミ
ングについては、第１から第３実施例の場合も同様であ
り、水平走査の停止にかかるタイミングについては、第
３実施例の場合も同様である。
【００６５】先ず、図９を参照して、図７及び図８に示
したＮＴＳＣワイド規格に基づくアスペクト比１６：９
の画面を持つ液晶装置において、ＮＴＳＣ規格に基づく
アスペクト比４：３の画像を表示する際の動作について
説明する。
【００６６】図９に示すように、テレビチューナ、ビデ
オプレーヤ等の画像信号源から、画像信号処理ＩＣ等の
外部画像信号処理回路に、７０８／ＯＳＣＩ（基準発信
周波数）＝６３．５μｓｅｃ毎に４．５μｓｅｃ幅の水
平同期信号ＨＳＹＮが入力され、水平系リセット位置で
ハイレベルとなるＯＦ信号が入力され、実際の表示に係
る有効な画像信号が各水平走査区間（水平表示区間＋水
平帰線区間）毎に水平系リセット位置より４４／ＯＳＣ
Ｉ前に終了すると共に６２／ＯＳＣＩ（＝５．６μｓｅ
ｃ）後に閲殆する画像信号ＶＩＤＥＯが入力される。
【００６７】すると、これらに対応して外部画像信号処
理回路から、パネル駆動用信号として、Yシフトレジス
タ２に対し、水平系リセット位置より３６／ＯＳＣＩ＝
３．２μｓｅｃ後に、垂直走査スタート信号ＤＹ及びク
ロック信号ＣＬＹ（及びその反転クロック信号ＣＬ
Ｙ’）が入力される。また、ＳＢ（サイドブラック）書
き込みを行う旨を示すハイレベルのサイドブラック制御
用の信号ＳＢｃが入力される。
【００６８】更に、奇数ラインからなる（ＮＴＳＣ規格
では、２６３本の走査線からなる）フィールドに対する
水平走査の場合には、Ｘシフトレジスタ１ａに、水平系
リセット位置より６６／ＯＳＣＩ後に、パルス幅６／Ｏ
ＳＣＩを有する水平走査スタート信号ＤＸが入力され、
このパルスに同期した周期６／ＯＳＣＩのクロック信号
ＣＬＸ（及びその反転クロック信号ＣＬＸ’）が入力さ
れる。偶数ラインからなる（２６２本の走査線からな
る）フィールドに対する水平走査の場合には、Ｘシフト
レジスタ１ａに、水平系リセット位置より６４．５／Ｏ
ＳＣＩ後に、パルス幅６／ＯＳＣＩを有する水平走査ス
タート信号ＤＸが入力され、このパルス信号に同期した
周期６／ＯＳＣＩのクロック信号ＣＬＸ（及びその反転
クロック信号ＣＬＸ’）が入力される。尚、この場合の
基準発振周波数ＯＳＣＩは、１１．１ＭＨｚである。
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【００６９】そして、これらのパネル駆動用信号に基づ
いて、Ｘシフトレジスタ１ａは、サンプリング回路１４
を駆動するが、特にこの場合には、サイドブラック制御
用の信号ＳＢｃがハイレベルとされているので、配線１
７を介して論理和回路１１に対し水平走査スタート信号
ＤＸが（図２に示した信号ＤＸ２として）入力される。
このため、水平走査は、この論理和回路１１の右側にあ
るフリップフロップ１０から開始され、これに対応する
信号線３１に接続された画素列から画像信号ＶＩＤＥＯ
による画像表示が行われる。即ち、画像表示領域５にお
ける有効な画像表示が行われる。
【００７０】そして、外部画像信号処理回路から水平系
リセット位置よりも４２／ＯＳＣＩ前に、パルス幅６／
ＯＳＣＩを有するＮＴＳＣ信号が入力され、このＮＴＳ
Ｃ信号の立ち下がり時点から、水平帰線区間内の７８／
ＯＳＣＩの時間は、サイドブラック書き込み期間として
サイドブラック書込み用の信号ＳＢがハイレベルとされ
る。このため、信号ＳＢがハイレベルの問には、論理和
回路１１の左側にあるフリップフロップ１０及び論理積
回路１２の右側にあるフリップフロップ１０に対応する
信号線３１に接続された画素列では、入力画像信号線９
から供給される黒レベルの画像信号ＶＩＤＥＯによる黒
表示が行われる。即ち、非画像表示領域６における黒表
示が行われる。
【００７１】次に、図１０を参照して、図１に示したＮ
ＴＳＣワイド規格に基づくアスペクト比１６：９の画面
を持つ液晶装置において、ＮＴＳＣワイド規格に基づく
アスペクト比１６：９の画像を表示する際の動作につい
て説明する。尚、この場合には、画素マトリクス３の全
域（即ち、画顔表示領域４）に、画像信号に基づく有効
な画像を表示すればよく、左右に黒表示をする特別な制
御は必要ない。
【００７２】図１０に示すように、画像信号源から、外
部画像信号処理回路に、９４４／ＯＳＣＩ毎に４．５μ
ｓｅｃ幅の水平同期信号ＨＳＹＮが入力され、各水平走
査期間毎に水平系リセット位置より４８／ＯＳＣＩ後に
開始する画像信号ＶＩＤＥＯが入力される。
【００７３】すると、これらに対応して外部画像信号処
理回路から、パネル駆動用信号として、Yシフトレジス
タ２に対し、水平系リセット位置より３６／ＯＳＣＩ後
に、垂直走査スタート信号ＤＹ及びクロック信号ＣＬＹ
（及びその反転クロック信号ＣＬＹ’）が入力される。
また、ＳＢ（サイドブラック）書き込みを行わない旨を
示すローレベルのサイドブラック制御用の信号ＳＢｃが
入力される。
【００７４】更に、奇数ラインからなるフィールドに対
する水平走査の場合には、Ｘシフトレジスタ１ａに、水
平系リセット位置より１１４／ＯＳＣＩ後に、パルス幅
６／ＯＳＣＩを有する水平走査スタート信号ＤＸが入力
され、このパルス信号に同期した周期６／ＯＳＣＩのク



(10) 特開２００１－２４２８４１

10

20

30

40

50

17
ロック信号ＣＬＸ（及びその反転クロック信号ＣＬ
Ｘ’）が入力される。偶数ラインからなるフィールドに
対する水平走査の場合には、Ｘシフトレジスタ１ａに、
水平系リセット位置より１１２．５／ＯＳＣＩ後に、パ
ルス幅６／ＯＳＣＩを有する水平走査スタート信号ＤＸ
が入力され、このパルス信号に同期した周期６／ＯＳＣ
Ｉのクロック信号ＣＬＸ（及びその反転クロック信号Ｃ
ＬＸ’）が入力される。尚、この場合の基準発振周波数
ＯＳＣＩも、１１．１ＭＨｚである。
【００７５】そして、これらのパネル駆動用信号に基づ
いて、Ｘシフトレジスタ１ａは、サンプリング回路１４
を駆動するが、特にこの場合には、信号ＳＢｃがローレ
ベルとされているので、配線１６を介して水平走査スタ
ート信号ＤＸが（図２に示した信号ＤＸ１として）入力
される。このため、水平走査は、左端にあるフリップフ
ロップ１０から開始され、これに対応する信号線３１に
接続された画素列から画像信号ＶＩＤＥＯによる画像表
示が行われる。即ち、画像表示領域４における有効な画
像表示が行われる。
【００７６】この場合、外部画像信号処理回路から水平
系リセット位置よりも１５８／ＯＳＣＩ前に、パルス幅
６／ＯＳＣＩを有するＮＴＳＣ信号が入力されるが、サ
イドブラック書込み用の信号ＳＢは常にローレベルとさ
れ、サイドブラックにおける黒表示が行われることはな
い。
【００７７】以上詳細に説明したように第４実施例によ
れば、ＳＢ回路１３は、水平帰線区間の大部分を画素へ
の書き込み時間として動作するため、十分に長い書き込
み動作が実現され、非常に高いコントラスト比の要求さ
れる電気見切り枠の表示が可能となる。
【００７８】（第５実施例）次に第５実施例について図
１１から図１３を参照して説明する。図１１は、第５実
施例にかかる液晶装置の回路ブロック図であり、図１２
は、図１１のモード切換回路の回路ブロック図であり、
図１３は、第５実施例における各種信号のタイミングチ
ャートである。尚、図１１において図１に示した第１実
施例の場合と同じ構成要素には同一の参照符号を付し、
その説明は省略する。
【００７９】図１１において、液晶装置は、ＴＦＴアレ
イ基板５０上に形成された画素マトリクス３、Ｘシフト
レジスタ１（第１から第４実施例のXシフトレジスタ１
ａ～１ｄのいずれか一つ）、サンプリング回路１４及び
Yシフトレジスタ２に加えて、画素マトリクス３の上下
の全域を画像表示領域にする表示モードと画素マトリク
ス３の上下の一定幅領域を非画像表示領域にする表示モ
ードとを切り換えるためのモード切換回路４０並びに、
複数の論理和回路４３及びバッファ４４を含む論理回路
分４２を備えて構成されている。
【００８０】本実施例では、画素マトリクス３のアスペ
クト比は４：３であり、モード切り換えとしては、ＰＡ
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Ｌ表示モード（アスペクト比４：３）とＮＴＳＣワイド
表示モード（アスペクト比１６：９）とを切り換える場
合について説明する。即ち、ＰＡＬ表示モードの際に
は、上下の全領域を画換表示領域とし、ＮＴＳＣワイド
表示モードの場合には、画面内の上下の一定幅領域を非
画像表示領域とする場合について説明する。
【００８１】図１２に示すように、モード切換回路４０
には、外部画像信号処理回路から、垂直走査スタート信
号ＤＹに加えて、クロックモード切り換え信号として、
ハイレベルでＮＴＳＣワイド表示モードであることを示
すと共にローレベルでＰＡＬ表示モードであることを示
すＮＴＳＣ信号が入力される。すると、ＮＴＳＣ信号の
レベルに応じてＮＴＳＣワイド表示用のスタートパルス
ＤＹ（ＮＴＳＣ）又はＰＡＬ表示用のスタートパルスＤ
Ｙ（ＰＡＬ）がモード切換回路４０からYシフトレジス
タ２に出力される。Yシフトレジスタ２では、ＮＴＳＣ
ワイド用のスタートパルスＤＹ（ＮＴＳＣ）が入力され
ると、上から１６行目と下から１６行目との間に位置す
る中央の２３０行の走査線について垂直走査を行い、Ｐ
ＡＬ表示用のスタートパルスＤＹ（ＰＡＬ）が入力され
ると、上から下までの２６０行の全走査線について垂直
走査を行うように構成されている。
【００８２】モード切換回路４０は、更にYシフトレジ
スタ２からエンドパルス信号ＥＰ（Ｙ）が入力される
と、ＮＴＳＣ信号がハイレベルの場合には、上下の１５
行をブラックにするための信号Ｖ３をこれらの行に対応
する走査線に夫々接続された論理和回路４３に出力する
ように構成されている。従って、この場合には、論理和
回路４３を介して信号ＶＢを受ける画素マトリクス３の
上下の１５行は、これらの行に対応する黒レベルの画像
信号ＶＩＤＥＯを信号線に供給することにより、常に黒
表示とされる。他方、モード切換回路４０は、ＮＴＳＣ
信号がローレベルの場合には、信号ＶＢを出力しない。
従って、この場合には、画素マトリクス３の上下の１５
行は、黒表示とされることなく、PAL規格に基づく有効
な画面表示が行われる。
【００８３】次に、以上の如く構成された第5実施例の
動作について図13のタイミングチャートを参照して、説
明する。
【００８４】先ず、図13（A）を参照して、NTSC信号が
ローレベル（即ち、PAL表示モード）の場合について説
明する。
【００８５】図13（A）に示すように、この場合には、
垂直走査スタート信号DYが入力されると、クロック＃1
から＃260の間に、水平走査が260行について行われた
後、エンドパルス信号EP（Y）が出力されるが、信号VB
は常にローレベルにあるので、特に上下に黒表示が行わ
れることはなく、この260行の水平走査の間中、画像信
号ＶＩＤＥＯが供給されて、PAL規格に基づいて画素マ
トリクス3の全面にアスヘクト比4：3の画像が表示され
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る。
【００８６】次に、図13（B）を参照して、NTSC信号が
ハイレベル（即ち、NTSCワイド表示モードの場合）の場
合について説明する。
【００８７】図13（B）に示すように、この場合には、
垂直走査スタート信号DYが入力されると、クロック＃1
から＃245の間、水平走査が245行について行われた後、
エンドパルス信号EP（Y）が出力される。すると、モー
ド切換回路40からは信号VBが出力され、この信号ＶＢ
は、論理和回路43を夫々介して上下15行にある各画素の
TFTに供給されて、これらのTFTが一斉に導通状態とされ
る。従って、上下15行で黒レベルの画像信号ＶＩＤＥＯ
による黒表示を行いつつ中央の245行で画像信号ＶＩＤ
ＥＯによる有効な表示が行われる。
【００８８】このように第5実施例によれば、表示画面
のサイズと表示画像のサイズとが合わない場合に、画素
マトリクスの上下にも黒表示を行うことができ、よっ
て、左右左右に黒表示を行うことにより画素マトリクス
3からなる一定サイズの表示画面上に所望のサイズの画
像を表示できるので大変便利である。
【００８９】尚、Yシフトレジスタ2は、同一の回路を走
査線の左右に設けて両端側から同一走査線を駆動しても
よい。また、Yシフトレジスタ2を2分割し、走査線の左
右端に分けて配置し、左側Yシフトレジスタからの走査
線駆動と右側Yシフトレジスタからの走査線駆動とが交
互になるように構成してもよいことは言うまでもない。
これらの場合、非画像表示領域に対応する各々のYシフ
トレジスタの出力に対して論理和回路43が挿入される。
【００９０】（第６実施例）次に第6実施例について図1
4から図16を参照して説明する。図14は、第5実施例にか
かる液晶装置の要部回路ブロック図であり、図15は、図
11のモード切換回路の回路ブロック図であり、図16は、
第6実施例における各種信号のタイミングチャートであ
る。尚、図14において図1に示した第1実施例の場合と同
じ構成要素には同一の参照符号を付し、その説明は省略
する。
【００９１】第5実施例では、一つの信号VBを用いて、
画素マトリクス3の上下の一定幅の領域で黒表示を行っ
たが、第6実施例では、上下を黒表示するための2つの位
相が異なる信号VB１及びVB２信号を用いる。
【００９２】一般に液晶の劣化を防止するためには液晶
を交流駆動する必要があるが、交流駆動方式の代表的な
ものとして、一フィールド毎（或いはフレーム毎）に画
像信号の極性を反転させるフィールド反転駆動方式があ
る。更に、表示画像のフリッカの防止にも役立つ交流駆
動方式として、一走査線毎に（一行毎に）画像信号の極
性を反転させる1H反転駆動方式がある。そこで、第6実
施例は、このフィールド反転駆動方式や1H反転駆動方式
により画素マトリクスの上下の黒表示をも好適に行うこ
とができる液晶装置を提供するものである。
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【００９３】より具体的には図14において、液晶装置
は、図示しない第1から第4実施例におけるＸシフトレジ
スタ1a、1b、1c又は1d及びサンプリング回路14を備えて
おり、画素マトリクス3及びYシフトレジスタ2に加え
て、画素マトリクス3の全域を画像表示領域にする表示
モードと画素マトリクス3の上下の一定幅の領域を非画
像表示領域にする表示モードとを切り換えるためのモー
ド切換回路40’並びに、複数の論理和回路43を含む論理
回路分42’を備えて構成されている。
【００９４】本実施例では、第5実施例の場合と同様
に、画素マトリクス3のアスペクト比は4：3であり、モ
ード切り換えとしては、PAL表示モードとNTSCワイド表
示モードとを切り換える場合について説明する。
【００９５】図15に示すように、モード切換回路40’に
は、策5実施例の場合と同様に水平走査スタート信号DY
に加えて、NTSC信号が入力され、NTSC信号のレベルに応
じてスタートパルスDY（NTSC）又はスタートパルスDY
（PAL）がYシフトレジスタ2に出力される。
【００９６】ここで、モード切換回路40’は、Yシフト
レジスタ2からエンドパルス信号EP（Y）が入力される
と、NTSC信号がハイレベルの場合には、上下を黒表示す
るための信号ＶＢ１及びＶＢ２を、上下15行の走査線に
夫々接続された論理和回路43に夫々一つおきに出力する
ように接続されている。特に、モード切換回路40’に
は、クロック信号CLY（及びその反転クロックCLY’）が
入力されており、このクロック信号CLYの半周期だけ信
号ＶＢ１及びＶＢ２は位相が相互にずれている。従っ
て、この場合には、論理和回路43を介して信号ＶＢ１又
はＶＢ２を受ける画素マトリクス3の上下の15行は、こ
れらの行に対応する画像信号ＶＩＤＥＯを、1フィール
ド又はフレーム毎牟1走査線毎に極性の反転した黒レベ
ルの電圧が液晶に印加されるように信号線に供給するこ
とにより、常に黒表示とされる。他方、モード切換回路
40’は、NTSC信号がローレベルの場合には、信号VB１又
はＶＢ２出力しない。従って、この場合には、画素マト
リクス3の上下の15行は、黒表示とされることなく、PAL
規格に基づく有効な画面表示が行われる。
【００９７】次に、以上の如く構成された第6実施例の
動作について図16のタイミングチャートを参照して、説
明する。尚、NTSC信号がローレベル（即ち、PAL表示モ
ード）の場合については、信号ＶＢ１及びＶＢ２は出力
されず、結果として図13（A）で説明した第5実施例の場
合と同様であるので、その説明は省略する。以下、NTSC
信号がハイレベル（即ち、NTSCワイド表示モードの場
合）の場合について説明する。
【００９８】図16に示すように、この場合には、垂直走
査スタート信号DYが入力されると、クロック＃1から＃2
45の間、水平走査が245行について行われた後、エンド
パルス信号EP（Y）が出力される。すると、モード切換
回路40’からはエンドパルス信号EP（Y）の前半の半周
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期にハイレベルの信号VB１が出力され、更に、エンドパ
ルス信号EP（Y）の後半の半周期にハイレベルの信号VB2
が出力される。これらの信号VB1及びVB2は、論理和回路
43を夫々介して上下15行にある各画素のTFTに供給され
て、これらのTFTが一斉に導通状態とされる。従って、
画素マトリクスの上下15行で、フィールド毎や走査線毎
に極「生反転する黒レベルの画像信号ＶＩＤＥＯによる
黒表示を行いつつ、中央の245行で、やはりフィールド
又はフレーム毎や走査線毎に液晶印加電圧の極性が反転
する画像信号ＶＩＤＥＯによる有効な表示が行われる。
ここに液晶印加電圧とは、画素電極と、これに対向する
基板に配置される対向電極（共通電極）との差電圧に基
づきそれらの間に挟持される液晶部分に印加される電圧
である。
【００９９】尚、Yシフトレジスタ2は、同一の回路を走
査線の左右に設けて両端側から同一走査線を駆動しても
よい。また、Yシフトレジスタ2を2分割し、走査線の左
右端に分けて配置し、左側Yシフトレジスタからの走査
線駆動と右側Yシフトレジスタからの走査線駆動とが交
互になるように構成してもよいことは言うまでもない。
これらの場合、非画像表示領域に対応する各々のYシフ
トレジスタの出力に対して論理和回路43が挿入される。
【０１００】以上のように第6実施例によれば、画素マ
トリクス3の上下に黒表示を行うことができるのみなら
ず、この上下の非画像表示領域においても、フィールド
又はフレーム反転駆動方式や1Ｈ反転駆動方式を用いて
黒表示を行うようにしたので、この部分における直流駆
動による液晶の劣化を有効に防そことができ、特に走査
線毎に反転する1H反転駆動方式を挽和した場合には表示
画像のフリッカを防止できるので、実践上大変有利であ
る。
【０１０１】なお、以上の実施例においては、Ｘシフト
レジスタやYシフトレジスタのシフトスタートを途中段
からスタートできるようにした実施例、Ｘシフトレジス
タを途中段でシフト停止できるようにした実施例、黒表
示をフィールド反転駆動方式や1H反転駆動方式により行
う実施例等を説明したが、これらを本発明の主旨に反し
ない範囲で、組合わせて実施し、画素マトリクスの左右
上下の任意の位置において途中からシフトスタートし途
中でシフト停止するようにしてもよいし、フィールド又
はフレーム反転駆動方式や1H反転駆動方式以外の交流駆
動方式で左右上下の非画像表示領域における黒表示を行
うようにしてもよい。更に任意のn行毎にハイレベルの
ＶＢ∃信号を割り当てるように構成してもよい。
【０１０２】以上の各実施例では、絶縁性基板上に形成
されたTFTを有する液晶パネルを前提に説明したが、半
導体基板とガラス基板とにより液晶を挟持する反射型液
晶パネルの場合には、TFTで形成した素子は、半導体基
板に形成されたMOSトランジスタに置き換えて構成する
ことが出来る。
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【０１０３】以上の各実施例では、各画索におけるスイ
ッチング素子をTFTで構成した場合について説明した
が、各実施例において、各画素におけるスイッチング素
子をＭＩＭ素子で構成してもよい。図17（A）に示すよ
うにスイッチング素子をTFT301で構成する場合には、信
号線31にTFT301のソース（又はドレイン）が接続され、
走査線32にTFT301のゲートが接続される。そして、TFT3
01のドレイン（又はソース）には、画素電極302が接続
されており、対向基板に設けられた共通電極304は、こ
の画素電極302に液晶を介して対向配置されている。そ
して、この画素電極302と並列に保持容量306が設けられ
ている。他方、図17（Ｂ）に示すようにスイッチング素
子をＭＩＭ素子401で構成する場合には、信号線31にM工
M素子401の一方の端子が接続され、更にＭＩＭ素子401
の他方の端子には画素電極402が接続される。そして、
走査線32はその一部が画素電極402と液晶を介して対向
する対向電極404とされる。
【０１０４】以上の各実施例では、Ｘシフトレジスタ
は、一系列のシフトレジスタとして説明されてきたが、
各実施例のＸシフトレジスタを、図18（A）に示すよう
に、3つのＸシフトレジスタ＃1、Ｘシフトレジスタ＃2
及びＸシフトレジスタ＃3を含む複数系列のシフトレジ
スタ1eとして構成してもよい。この場合、図18（Ｂ）に
示すように、位相が相互にずれたクロック信号CLX1、CL
X2及びCLX3が各シフトレジスタ＃1、＃2及び＃3のクロ
ック信号として夫々用いられ、複数系列のシフトレジス
タ1eからは、これら3つのシフトレジスタから出力され
る、クロック信号の位相ずれに対応して位相がずれた3
種類の転送信号が順次出力され、3種類の転送信号のタ
イミングにより順次サンプリングが行われる。なお、複
数系列のシフトレジスタとして構成した場合、転送開始
及び停止の制御は、各シフトレジスタの画像表示領域の
開始位置に対応するフリップフロップ10の転送信号入力
端と終了位置に対応するフリップフロップ10の転送信号
出力端とに、以上の各実施例にて説明したのと同様な構
成の論理回路を挿入して行うことができる。
【０１０５】更に、以上の各実施例では、Ｘシフトレジ
スタの各段（各フリップフロップ）から出力される転送
信号が、サンプリング回路駆動信号としてＸシフトレジ
スタからその外部へ出力されるように構成されている
が、図19に示すように、複数段おきに出力される転送信
号をＸシフトレジスタからその外部ヘサンプリング回路
駆動信号として出力するように各実施例のＸシフトレジ
スタを構成してもよい。図19においては、相隣接する3
つのフリップフロップ10は、2つおきに転送信号をＸシ
フトレジスタ1fからサンプリング回路14へ出力するよう
に、且つ他のフリップフロップ10から出力される転送信
号はＸシフトレジスタ1fからその外部へ出力されること
なく次段へ転送されるように構成されている。
【０１０６】（その他の実施例）次に、以上詳細に説明
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した液晶装置を備えた電子機器の実施例について図9か
ら図13を参照して説明する。
【０１０７】先ず図20に、第1から第6実施例に示した液
晶装置を備えた電子機器の実施例の概略構成を示す。
【０１０８】図20において、電子機器は、表示情報出力
源1000、表示情報処理回路1002、駆動回路1004、液晶パ
ネル100、クロック発生回路1008並びに電源回路1010を
備えて構成されている。表示情報出力源1000は、ROM（R
ead  Only  Memory）、RAM（Random  Access  Memor
y）、光ディスク装置などのメモリ、テレビ信号を同調
して出力する同調回路等を含み、クロック発生回路1008
からのクロック信号に基づいて、所定フォーマットの画
像信号などの表示情報を表示情報処理回路1002に出力す
る。表示情報処理回路1002は、増幅・極性反転回路、相
展開回路、ローテーション回路、ガンマ補正回路、クラ
ンプ回路等の周知の各種処理回路を含んで構成されてお
り、クロック信号に基づいて入力された表示情報からデ
ジタル信号を順次生成し、クロック信号ＣLXと共に駆動
回路1004に出力する。駆動回路1004は、液晶パネル100
を駆動する。電源回路1010は、上述の各回路に所定電源
を供給する。尚、液晶パネル100を構成するTFTアレイ基
板の上に、駆動回路1004を搭載してもよく、これに加え
て表示情報処理回路1002を搭載してもよい。
【０１０９】次に図21から図24に、一このように構成さ
れた電子機器の実施例を夫々示す。
【０１１０】図21において、電子機器の一例たる液晶プ
ロジェクタ1100は、上述した駆動回路1004がTFTアレイ
基板上に搭載された液晶パネル100を含む液晶モジュー
ルを3個用意し、夫々RGB用のライトバルブ100R、100G及
び100Bとして用いたプロジェクタとして構成されてい
る。液晶プロジェクタ1100では、メタルハライドランフ
等の白色光源のランフユニット1102から投写光が発せら
れると、3枚のミラー1106及び2枚のダイクロイックミラ
ー1108によって、RGBの3原色に対応する光成分R、G、B
に分けられ、各色に対応するライトバルブ100、100G及
び100Bに夫々導かれる。この際特にB光は、長い光路に
よる光損失を防ぐために、入射レンズ1122、リレーレン
ズ1123及び出射レンズ1124からなるリレーレンズ系1121
を介して導かれる。そして、ライトバルブ100R、100G及
び100Bにより夫々変調された3原色に対応する光成分
は、ダイクロイックプリズム1112により再度合成された
後、投写レンズ1114を介してスクリーン1120にカラー画
像として投写される。
【０１１１】本実施例においては特に、遮光層を各画素
のTFTの下側（投写光の出射側）にも設けておけば、当
該液晶パネル100からの入射光に基づく液晶プロジェク
タ内の投写光学系による反射光、入射光が通過する際の
TFTアレイ基板の表面からの反射光、他の液晶パネルか
ら出射した後にダイクロイツクプリズム1112を突き抜け
てくる入射光の一部（R光及びG光の一部）等が、戻り光
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としてTFTアレイ基板の側から入射しても、画素電極の
スイッチング用のTFT等のチャネルに対する遮光を十分
に行うことができる。この場合、小型化に適したプリズ
ムを投写光学系に用いても、各液晶パネルのTFTアレイ
基板とプリズムとの間において、戻り光防止用のARフィ
ルムを貼り付けたり、偏光板にAR被膜処理を施したりす
ることが不要となるので、構成を小型且つ簡易化する上
で大変有利である。
【０１１２】図22において、電子機器の他の実施例たる
マルチメディア対応のラップトッフ型のパーソナルコン
ピュータ（PC）1200は、上述した液晶パネル100がトッ
プカバーケース内に備えられており、更にCPU、メモ
リ、モデム等を収容すると共にキーボード1202が組み込
まれた本体1204を備えている。
【０１１３】図23において、電子機器の他の実施例たる
ページヤ1300は、金属フレーム1302内に前述の駆動回路
1004がTFTアレイ基板上に搭載されて液晶モジュールを
なす液晶パネル100が、バックライト1306aを含むライト
ガイド1306、回路基板1308、第1及び第2のシールド板13
10及び1312、二つの弾性導電体1314及び1316、並びにフ
ィルムキャリアテープ1318と共に収容されている。この
例の場合、前述の表示情報処理回路1002（図20参照）
は、回路基板1308に搭載してもよく、液晶パネル100のT
FTアレイ基板上に搭載してもよい。更に、前述の駆動回
路1004を回路基板1308上に搭載することも可能である。
【０１１４】尚、図23に示す例はページャであるので、
回路基板1308等が設けられている。しかしながら、駆動
回路1004を更に表示情報処理回路1002を搭載して液晶モ
ジュールをなす液晶パネル100の場合には、金属フレー
ム1302内に液晶パネル100を固定したものを液晶装置と
して、或いはこれに加えてライトガイド1306を組み込ん
だバックライト式の液晶装置として、生産、販売、使用
等することも可能である。
【０１１５】また図24に示すように、駆動回路1004や表
示情報処理回路1002を搭載しない液晶パネル100の場合
には、駆動回路1004や表示情報処理回路1002を含むＩＣ
1324がポリイミドテープ1322上に実装されたTCP（Tape
  Carrier  Package）1320に、TFTアレイ基板300の周辺
部に設けられた異方性導電フィルムを介して物理的且つ
電気的に接続して、液晶装置として、生産、販売、使用
等することも可能である。
【０１１６】以上図21から図24を参照して説明した電子
機器の他にも、液晶テレビ、ビューファインダ型又はモ
ニタ直視型のビデオテープレコーダ、カーナビゲーショ
ン装置、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、エンジニ
アリング・ワークステーション（EWS）、携帯電話、テ
レビ電話、POS端末、タッチパネルを備えた装置等など
が図20に示した電子機器の例として挙げられる。
【０１１７】以上説明したように、本実施例によれば、
比較的簡易な構成を用いて非画像表示領域に適宜黒表示
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でき、各種のアスペクト比の画俊を表示可能な液晶装置
を備えた各種の電子機器を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を実施するための最良の形態における第
１実施例の回路ブロック図。
【図２】図１のＡ部分の拡大回路ブロック図。
【図３】本発明を実施するための最良の形態における第
２実施例の回路ブロック図。
【図４】図３のＢ部分の拡大回路ブロック図。
【図５】本発明を実施するための最良の形態における第
３実施例の回路ブロック図。
【図６】図５のＣ部分の拡大回路ブロック図。
【図７】本発明を実施するための最良の形態における第
４実施例の回路ブロック図。
【図８】図７のＤ部分の拡大回路ブロック図。
【図９】第４実施例において、アスペクト比１６：９
（ＮＴＳＣワイド規格）の画面に対し、アスペクト比
４：３（ＮＴＳＣ規格）の画像を表示する際の各種信号
の出力タイミングチャート。
【図１０】第４実施例において、アスペクト比１６：９
の画面に対し、アスペクト比１６：９の画像を表示する
際の各種信号の出力タイミングチャート。
【図１１】本発明を実施するための最良の形態における
第５実施例の回路ブロック図。
【図１２】図１１のモード切換回路の回路ブロック図。
【図１３】（Ａ）は、第５実施例において、アスペクト
比４：３の画面に対し、アスペクト比４：３（ＰＡＬ規
格）の画像を表示する際の各種信号の出力タイミングチ
ャートであり、（Ｂ）は、第５実施例において、アスペ
クト比４：３の画面に対し、アスペクト比１６：９（Ｎ
ＴＳＣワイド規格）の画像を表示する際の各種信号の出
力タイミングチャート。
【図１４】本発明を実施するための最良の形態における
第６実施例の回路ブロック図。
【図１５】図１４のモード切換回路の回路ブロック図。
【図１６】第６実施例において、アスペクト比４：３の
画面に対し、アスペクト比１６：９の画像を表示する際*
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*の各種信号の出力タイミングチャート。
【図１７】（Ａ）は、スイッチング素子をＴＦＴから構
成した場合の画素部の回路図であり、（Ｂ）は、スイッ
チング素子をＭＩＭ素子から構成した場合の画素部の回
路図。
【図１８】各実施例に適用可能な複数系列のＸシフトレ
ジスタの槻略ブロック図。
【図１９】は、各実施例に適用可能な複数段おきに転送
信号をサンプリング回路駆動信号として出力するＸシフ
トレジスタの槻略ブロック図。
【図２０】本発明による電子機器の実施例の概略構成を
示すブロック図。
【図２１】電子機器の一例としての液晶プロジェクタを
示す断面図。
【図２２】電子機器の他の例としてのパーソナルコンピ
ュータを示す正面図。
【図２３】電子機器の一例としてのページヤを示す分解
斜視図。
【図２４】電子機器の一例としてのＴＣＰを用いた液晶
装置を示す斜視図。
【符号の説明】
１ａ．Ｘシフトレジスタ
１ｂ．Ｘシフトレジスタ
１ｃ．Ｘシフトレジスタ
１ｄ．Ｘシフトレジスタ
２．Ｙシフトレジスタ
３．画素マトリクス
４．画像表示領域
５．画像表示領域
６．非画像表示領域
１０．フリップフロップ
１１．論理和回路
１２．論理積回路
１３．ＳＢ回路
１４．サンプリング回路
１５．論理和回路

【図４】 【図８】
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【図１】 【図２】

【図３】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
【図１２】

【図１６】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】
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【図２１】

【図２２】 【図２３】
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【図２４】

  
─────────────────────────────────────────────────────
【手続補正書】
【提出日】平成１３年１月２９日（２００１．１．２
９）
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】  一対の基板と、該基板間に挟持された液
晶と、前記基板に所定の第１方向に配列されており画像
信号が供給される複数の信号線と、前記基板に前記第１
方向に交わる第２方向に配列されており走査信号が順次
供給される複数の走査線と、前記基板の前記液晶に対面
する側にマトリクス状に設けられており前記複数の信号
線及び前記複数の走査線から夫々供給される前記画像信
号及び前記走査信号により夫々駆動される複数の画素部
とを備えた液晶パネルを駆動する液晶パネルの駆動装置
であって、
複数のフリップフロップからなる複数段の第１方向シフ
トレジスタを有し、該第１方向シフトレジスタから順次
発せられる転送信号に応じて前記画像信号を前記複数の
信号線に対し前記第１方向の順で順次供給する画像信号
供給装置と、
複数のフリップフロップからなる複数段の第２方向シフ
トレジスタを有し、該第２方向シフトレジスタから順次
発せられる転送信号に応じて前記走査信号を前記複数の
走査線に対し前記第２方向の順で順次供給する走査信号
供給装置とを備えており、
前記第１及び第２方向シフトレジスタのうち少なくとも
一方は、
第１の転送信号を入力するための入力端子を有する第１
段目のフリップフロップと、
第ｎ段目のフリップフロップの出力を入力するための第

１の入力端子、第２の転送信号を入力するための第２の
端子、第ｎ＋１段目のフロップフロップに出力をする出
力端子を有する第１の論理回路を有し、
該第１の論理回路は、
前記第１の転送信号が入力され、かつ前記第２の転送信
号が入力されない場合は、第１段目から転送動作が始ま
り、前記第２の転送信号が入力され、かつ前記第１の転
送信号が入力されない場合は、第ｎ＋１段目から転送動
作が始まるよう論理が設定されてなることを特徴とする
ことを特徴とする液晶パネルの駆動装置。
【請求項２】  一対の基板と、該基板間に挟持された液
晶と、前記基板に所定の第１方向に配列されており画像
信号が供給される複数の信号線と、前記基板に前記第１
方向に交わる第２方向に配列されており走査信号が順次
供給される複数の走査線と、前記基板の前記液晶に対面
する側にマトリクス状に設けられており前記複数の信号
線及び前記複数の走査線から夫々供給される前記画像信
号及び前記走査信号により夫々駆動される複数の画素部
とを備えた液晶パネルを駆動する液晶パネルの駆動装置
であって、
複数のフリップフロップからなる複数段の第１方向シフ
トレジスタを有し、該第１方向シフトレジスタから順次
発せられる転送信号に応じて前記画像信号を前記複数の
信号線に対し前記第１方向の順で順次供給する画像信号
供給装置と、
複数のフリップフロップからなる複数段の第２方向シフ
トレジスタを有し、該第２方向シフトレジスタから順次
発せられる転送信号に応じて前記走査信号を前記複数の
走査線に対し前記第２方向の順で順次供給する走査信号
供給装置とを備えており、
前記第１及び第２方向シフトレジスタのうち少なくとも
一方は、
第ｍ段目のフリップフロップの出力を入力するための第
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１の入力端子、転送停止信号を入力するための第２の端
子、第ｍ＋１段目のフロップフロップに出力をする出力
端子を有する第２の論理回路を有し、
該第２の論理回路は、
前記転送停止信号が入力された場合は、第ｎ＋１段目へ
の転送信号の転送を停止するよう論理が設定されてなる
ことを特徴とすることを特徴とする液晶パネルの駆動装
置。
【請求項３】  一対の基板と、該基板間に挟持された液
晶と、前記基板に所定の第１方向に配列されており画像
信号が供給される複数の信号線と、前記基板に前記第１
方向に交わる第２方向に配列されており走査信号が順次
供給される複数の走査線と、前記基板の前記液晶に対面
する側にマトリクス状に設けられており前記複数の信号
線及び前記複数の走査線から夫々供給される前記画像信
号及び前記走査信号により夫々駆動される複数の画素部
とを備えた液晶パネルを駆動する液晶パネルの駆動装置
であって、
複数のフリップフロップからなる複数段の第１方向シフ
トレジスタを有し、該第１方向シフトレジスタから順次
発せられる転送信号に応じて前記画像信号を前記複数の
信号線に対し前記第１方向の順で順次供給する画像信号
供給装置と、
複数のフリップフロップからなる複数段の第２方向シフ
トレジスタを有し、該第２方向シフトレジスタから順次
発せられる転送信号に応じて前記走査信号を前記複数の
走査線に対し前記第２方向の順で順次供給する走査信号
供給装置とを備えており、
前記第１及び第２方向シフトレジスタのうち少なくとも
一方は、
第１の転送信号を入力するための入力端子を有する第１
段目のフリップフロップと、
第ｎ段目のフリップフロップの出力を入力するための第
１の入力端子、第２の転送信号を入力するための第２の
端子、第ｎ＋１段目のフロップフロップに出力をする出
力端子を有する第１の論理回路を有し、
該第１の論理回路は、
前記第１の転送信号が入力され、かつ前記第２の転送信
号が入力されない場合は、第１段目から転送動作が始ま
り、前記第２の転送信号が入力され、かつ前記第１の転
送信号が入力されない場合は、第ｎ＋１段目から転送動
作が始まるよう論理が設定されてなり、
第ｍ段目のフリップフロップの出力を入力するための第
１の入力端子、転送停止信号を入力するための第２の端
子、第ｍ＋１段目のフロップフロップに出力をする出力
端子を有する第２の論理回路を有し、
該第２の論理回路は、
前記転送停止信号が入力された場合は、第ｎ＋１段目へ
の転送信号の転送を停止するよう論理が設定されてなる
ことを特徴とすることを特徴とする液晶パネルの駆動装

置。
【請求項４】前記第１及び第２方向シフトレジスタのう
ち少なくとも一方には、前記転送信号による走査の終了
時を所定段において検出する検出装置が設けられてお
り、
該検出された走査の終了時に同期して前記画像信号によ
り規定される画像表示領域の外側に位置する非画像表示
領域に対応する前記画素部に対しては、一括して所定電
圧を印加する電旺印加装置を更に備えたことを特徴とす
る請求項２または３記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項５】前記電圧印加装置は、前記画像信号に基づ
き前記画素部の液晶に印加される前記所定電圧の極性を
所定期間毎に反転させることを特徴とする請求項４に記
載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項６】前記画像信号供給装置は、前記第１方向シ
フトレジスタから発生される前記転送信号に応じて導通
状態とされることにより、外部から入力される前記画像
信号を前記複数の信号線に順次供給するスイッチング素
子を更に含むことを特徴とする請求項１乃至５記載の液
晶パネルの駆動装置。
【請求項７】前記画像信号供給装置及び前記走査信号供
給装置は夫々、前記複数の画素部により規定される画像
表示領域の周辺において前記第１基板上に配置された集
積回路からなることを特徴とする請求項１乃至６記載の
液晶パネルの駆動装置。
【請求項８】請求項１乃至７記載の液晶パネルの駆動装
置及び前記液晶パネルを備えたことを特徴とする液晶装
置。
【請求項９】請求項８に記載の液晶装置を備えたことを
特徴とする電子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正内容】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、トランジスタ駆
動、ＭＩＭ（Ｍｅｔａｌ  Ｉｎｓｕｌａｔｏｒ  Ｍｅｔ
ａｌ）駆動等によるマトリクス駆動方式の液晶パネルの
駆動装置、並びにこれを用いた液晶装置及び電子機器の
技術分野に関し、特に、画像信号の種類に応じて相異な
るアスペクト比（横対縦の比）の画像を表示可能とする
ように液晶パネルを駆動する駆動装置、並びにこれを用
いた液晶装置及び電子機器の技術分野に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正内容】
【０００８】
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【課題を解決するための手段】本発明の液晶パネルの駆
動装置は上述の技術的課題を解決するために、一対の基
板と、該基板間に挟持された液晶と、前記基板に所定の
第１方向に配列されており画像信号が供給される複数の
信号線と、前記基板に前記第１方向に交わる第２方向に
配列されており走査信号が順次供給される複数の走査線
と、前記基板の前記液晶に対面する側にマトリクス状に
設けられており前記複数の信号線及び前記複数の走査線
から夫々供給される前記画像信号及び前記走査信号によ
り夫々駆動される複数の画素部とを備えた液晶パネルを
駆動する液晶パネルの駆動装置であって、複数のフリッ
プフロップからなる複数段の第１方向シフトレジスタを
有し、該第１方向シフトレジスタから順次発せられる転
送信号に応じて前記画像信号を前記複数の信号線に対し
前記第１方向の順で順次供給する画像信号供給装置と、
複数のフリップフロップからなる複数段の第２方向シフ
トレジスタを有し、該第２方向シフトレジスタから順次
発せられる転送信号に応じて前記走査信号を前記複数の
走査線に対し前記第２方向の順で順次供給する走査信号
供給装置とを備えており、前記第１及び第２方向シフト
レジスタのうち少なくとも一方は、第１の転送信号を入
力するための入力端子を有する第１段目のフリップフロ
ップと、第ｎ段目のフリップフロップの出力を入力する
ための第１の入力端子、第２の転送信号を入力するため
の第２の端子、第ｎ＋１段目のフロップフロップに出力
をする出力端子を有する第１の論理回路を有し該第１の
論理回路は、前記第１の転送信号が入力され、かつ前記
第２の転送信号が入力されない場合は、第１段目から転
送動作が始まり、前記第２の転送信号が入力され、かつ
前記第１の転送信号が入力されない場合は、第ｎ＋１段
目から転送動作が始まるよう論理が設定されてなること
を特徴とすることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正内容】
【０００９】この態様では、転送信号の発生を選択的に
開始させることにより、例えば水平走査又は垂直走査
を、シフトレジスタの途中の位置から転送を開始でき
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１０】また、本発明は、一対の基板と、該基板間
に挟持された液晶と、前記基板に所定の第１方向に配列
されており画像信号が供給される複数の信号線と、前記
基板に前記第１方向に交わる第２方向に配列されており

走査信号が順次供給される複数の走査線と、前記基板の
前記液晶に対面する側にマトリクス状に設けられており
前記複数の信号線及び前記複数の走査線から夫々供給さ
れる前記画像信号及び前記走査信号により夫々駆動され
る複数の画素部とを備えた液晶パネルを駆動する液晶パ
ネルの駆動装置であって、複数のフリップフロップから
なる複数段の第１方向シフトレジスタを有し、該第１方
向シフトレジスタから順次発せられる転送信号に応じて
前記画像信号を前記複数の信号線に対し前記第１方向の
順で順次供給する画像信号供給装置と、複数のフリップ
フロップからなる複数段の第２方向シフトレジスタを有
し、該第２方向シフトレジスタから順次発せられる転送
信号に応じて前記走査信号を前記複数の走査線に対し前
記第２方向の順で順次供給する走査信号供給装置とを備
えており、前記第１及び第２方向シフトレジスタのうち
少なくとも一方は、第ｍ段目のフリップフロップの出力
を入力するための第１の入力端子、転送停止信号を入力
するための第２の端子、第ｍ＋１段目のフロップフロッ
プに出力をする出力端子を有する第２の論理回路を有
し、該第２の論理回路は、前記転送停止信号が入力され
た場合は、第ｎ＋１段目への転送信号の転送を停止する
よう論理が設定されてなることを特徴とすることを特徴
とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１１】この態様では、転送信号の発生を選択的に
停止させることにより、例えば水平走査又は垂直走査
を、シフトレジスタの途中の位置で転送を終了できる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１２】また、本発明は、一対の基板と、該基板間
に挟持された液晶と、前記基板に所定の第１方向に配列
されており画像信号が供給される複数の信号線と、前記
基板に前記第１方向に交わる第２方向に配列されており
走査信号が順次供給される複数の走査線と、前記基板の
前記液晶に対面する側にマトリクス状に設けられており
前記複数の信号線及び前記複数の走査線から夫々供給さ
れる前記画像信号及び前記走査信号により夫々駆動され
る複数の画素部とを備えた液晶パネルを駆動する液晶パ
ネルの駆動装置であって、複数のフリップフロップから
なる複数段の第１方向シフトレジスタを有し、該第１方
向シフトレジスタから順次発せられる転送信号に応じて
前記画像信号を前記複数の信号線に対し前記第１方向の
順で順次供給する画像信号供給装置と、複数のフリップ
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フロップからなる複数段の第２方向シフトレジスタを有
し、該第２方向シフトレジスタから順次発せられる転送
信号に応じて前記走査信号を前記複数の走査線に対し前
記第２方向の順で順次供給する走査信号供給装置とを備
えており、前記第１及び第２方向シフトレジスタのうち
少なくとも一方は、第１の転送信号を入力するための入
力端子を有する第１段目のフリップフロップと、第ｎ段
目のフリップフロップの出力を入力するための第１の入
力端子、第２の転送信号を入力するための第２の端子、
第ｎ＋１段目のフロップフロップに出力をする出力端子
を有する第１の論理回路を有し、該第１の論理回路は、
前記第１の転送信号が入力され、かつ前記第２の転送信
号が入力されない場合は、第１段目から転送動作が始ま
り、前記第２の転送信号が入力され、かつ前記第１の転
送信号が入力されない場合は、第ｎ＋１段目から転送動
作が始まるよう論理が設定されてなり、第ｍ段目のフリ
ップフロップの出力を入力するための第１の入力端子、
転送停止信号を入力するための第２の端子、第ｍ＋１段
目のフロップフロップに出力をする出力端子を有する第
２の論理回路を有し、該第２の論理回路は、前記転送停
止信号が入力された場合は、第ｎ＋１段目への転送信号
の転送を停止するよう論理が設定されてなることを特徴
とすることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１３】この態様では、例えば水平走査又は垂直走
査を、シフトレジスタの途中の位置から転送を開始で
き、途中の位置で転送を終了させることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１４】さらに、本発明は、前記第１及び第２方向
シフトレジスタのうち少なくとも一方には、前記転送信
号による走査の終了時を所定段において検出する検出装
置が設けられており、該検出された走査の終了時に同期
して前記画像信号により規定される画像表示領域の外側
に位置する非画像表示領域に対応する前記画素部に対し
ては、一括して所定電圧を印加する電旺印加装置を更に
備えたことを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１５】この態様によれば、検出装置により、転送

信号による走査の終了時が所定段において検出される
と、電圧印加装置により、該検出された走査の終了時に
同期して非画像表示領域に対応する画素部に対して、一
括して所定電圧が印加される。従って、非画像領域につ
いては走査することなく一括して例えば黒表示とするこ
とが可能となる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１６】さらに、本発明は、前記電圧印加装置は、
前記画像信号に基づき前記画素部の液晶に印加される前
記所定電圧の極性を所定期間毎に反転させることを特徴
とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１７】この場合、非画像領域における液晶を、例
えばフィールド又はフレーム単位などの垂直走査期間単
位毎に或いは走査線毎（行毎）に印加電圧極性を反転さ
せながら駆動できる。従って、非画像領域における液晶
を直流電圧の印加により劣化させる事態を未然に防止で
き、特に走査線毎に反転させることによりフリッカを防
止することもできる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１８】本発明は、前記画像信号供給装置は、前記
第１方向シフトレジスタから発生される前記転送信号に
応じて導通状態とされることにより、外部から入力され
る前記画像信号を前記複数の信号線に順次供給するスイ
ッチング素子を更に含むことを特徴とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１９】この態様によれば、第１方向シフトレジス
タからの転送信号に応じて導通状態とされる、例えば、
ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）などのスイッチング素子に
より、外部から入力される画像信号が、複数の信号線に
順次供給される。従って、外部から入力される画像信号
をスイッチング素子によりサンプリングし、第１方向シ
フトレジスタからの転送信号をサンプリング回路の駆動
信号として用いることにより、第１方向に対する走査を
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行うことが出来る。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２０】本発明は、前記画像信号供給装置及び前記
走査信号供給装置は夫々、前記複数の画素部により規定
される画像表示領域の周辺において前記第１基板上に配
置された集積回路からなることを特徴とする。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２１】この態様によれば、画像表示領域の周辺に
おいて第１基板上に配置された集積回路からなる画像信
号供給装置及び走査信号供給装置により、画像表示領域
における２次元的な走査が好適に行われる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２２】本発明の液晶装置は、上述の液晶パネルの
駆動装置及び前記液晶パネルを備えたことを特徴とす
る。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２３】本発明の液晶装置によれば、以上説明した
本発明の液晶パネルの駆動装置及び液晶パネルを備えて
いるので、比較的簡易な構成を用いて非画像表示領域に
適宜黒表示しながら、各種のアスペクト比の画像を表示
できる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書 *

*【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２４】本発明の電子機器は、上述の液晶装置を備
えたことを特徴とする。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２５】本発明の電子機器によれば、本発明の液晶
装置を備えているので、比較的簡易な構成を用いて画面
上に各種のアスペクト比の画像を表示可能な、液晶プロ
ジェクタ、パーソナルコンピュータ、ペ一ジャ等の様々
な電子機器を実現可能となる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
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